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論文内容要旨
               研究目的
 脳動脈瘤破裂によるくも膜下出血 (SAH) 急性期においては, 様々な神経症状が認められる
 ことが知られているが, この病態については未だ不明な点が多い。 本研究は, SAH 急性期に
 Posi七ron emission tomography (PET) を施行し, SAH 急性期の脳循環代謝障害を明らかにす
 ることを目的とした。
              研究方法
 脳動脈瘤破裂によるSAH を発症した症例で, CT 上脳内血腫を認めない症例 (SAH 群) に対
 し, 発症 48 時間以内の急性期手術前に PET を施行した。 局所脳血流量 (rCBF) はH2 ]50静注
 法, 局所脳血液量 (rCBV) はC150 吸入法, 局所脳酸素摂取率 (rOEF) は エ50・ 吸入法によりそ
 れぞれ求め, 局所脳酸素消費量 (rCMRO、) は計算により算出した。 測定結果は正常入 16例
 (正常群) の測定値と unpaired t tes七 で比較検定し P<0.01 をもって有意差ありとした。
               研究結果
 症例は8例 (男1例, 女7例, 平均年令63.5 才) で破裂脳動脈瘤は内頚動脈瘤4例, 中大脳
 動脈瘤3例, 前大脳動脈瘤1例であった。 臨床症状はHunt and Hess grade 2が5例, grade3
 が1例, grade4が2例。 PET ではSAH 群は正常群に比べ全脳的に CBF, CMRO2の有意な低
 下を認めたが OEF, CBV に有意差は認めなかった。 また SAH 群では脳循環障害の指標である
 脳灌流圧 (CBF/CBV) が正常群に比べ有意に低下していた。 一方, 2症例に於いて CBFと
 CMRO、 の値に解離が認められ, それぞれ贅沢灌流, 貧困灌流が認められ脳虚血の存在が強く示
 唆された。
              結論
 1) 脳動脈瘤破裂による SAH 急性期には全脳的に脳循環代謝が障害されていることが示された。




             研究の意義, 独創的な点
 SAH 急性期に脳循環代謝を共に測定した報告は少なく, これら報告では脳血流量, 脳酸素消
 費量の低下に解離はみられず, 急性期 SAH の病態に脳代謝障害が関与している可能性が示唆さ
 れていた。 本研究ではSAH 発症後, 極早期にPET を施行することにより, SAH 急性期に脳灌
 流圧の低下がみ られることを初めて示した。 さらに CBF と CMRO2 の間に解離が認められる症
 例が存在することを報告 し, その病態に頭蓋内圧亢進による脳循環障害が強く関与 していること
 を示 した。
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 審査結果の要旨
 本研究は脳動脈瘤破裂によるくも膜下出血の急性期に, Positron emission tomography
 (PET) を施行することにより, くも膜下出血急性期の脳循環代謝障害を明らかにすることを目
 的と した研究であ る。
 くも膜下出血急性期においては, 様々な神経症状が認められることが知られており, 急性期の
 臨床的重症度が予後と良く相関することが知 られているが, 病態については未だ不明な点が多い。
 この病態の解明がすすめば, 同疾患の特に重症例に対する新たな治療方法の開発を促進する可能
 性があり大変意義深い。
 本研究は脳動脈瘤破裂によるくも膜下出血に対して, 発症48時間以内の極急性期に PET を施
 行しており, これまで行われてこなかった極急性期に脳循環, 代謝を同時に測定 し得た点で独創
 的な研究である。
 本研究で得られた結果は, くも膜下出血症例では正常コントロールに比べ, 全脳的に CBF,
 CMRO2 のが有意に低下 しており, OEF, CBV に有意な変化は認めないという ものである。 又,
 これま で不明であった脳灌流圧が正常群に比べ有意に低下 していたことを初めて明 らかに した。
 これは, 2症例に於いて CBF と CMRO2 の値に不均衡が認められたことと合わせ, くも膜下出
 血急性期に脳循環代謝障害が確かに存在 し, その障害は脳動脈瘤破裂時の頭蓋内圧亢進による脳
 潅流圧低下, およびそれに引き続く脳虚血が関与 していることを示唆しており非常に興味深い。
 今後, さらに症例数を増や し, 重症例に対 しての検討を加える価値があると考えられる。
 方法, 考察ともに秀逸であり学位に十分値するものと考えられる。
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